












































要約:近年,社会環境の著しい変化に伴ない,精神発達の途上にある青少年に登校拒否や校

内暴力,いじめ,家庭内暴力などの神経症的症状,頭痛や腹痛,拒食などの心身症的症状,さ

らには万引や窃盗,有機溶剤乱用などの不良行為が認められるようになった。これらは健全

な精神発達が円滑にすすまないため生ずる精神不健康であり,青少年の健全な育成を図る

うえで,これらの背景因子に検討を加え,あるべき育成の姿を見出す必要がある。 

われわれは保育園や幼稚園,学校,児童相談所,国立教護院で精神発達の途上にある児にか

かわる教育者,教論,精神科医,精神保健研究員であるが,「児童・青少年の適応障害の実態

を把握のうえ,健全な精神発達をすすめるには,どうしたらよいか検討してほしい」との課

題を与えられた。そこで,われわれは適応障害について「係わり(対人関係)」という視点に

基づいて,各自の立場からアプローチを三年間に亘り続けてきた。 

小松秀邦は国立武蔵野学院(教護院)に入院した非行少年の家庭背景について検討し,依然

として貧困家庭,欠損家庭という従来通りの家庭であったと報告した。家庭での慢性的ひず

みが少年の未熟な人格や歪曲した価値感に多くの影響を与えていたと推測した。さらに健

常者を対照とした臨床脳波学検討をも加えた。 

山上晶子は小中高校生で保健室へ頻回に来室する生徒を中心に,その家族関係を調査した

ところ,家庭内での適切な保護と感情交流の乏しさを認めた。 

渡辺登は幼稚園児,有機溶剤吸引少年,登校拒否児の親子関係と交友関係を調査したところ,

親子関係が過保護もしくは逆に放任であると同性同年齢の友人を見出し難いと述べている。 

岡宏子は保育園児の他児や親とのかかわり方を経年的に詳細な観点より行い,年齢を追う

につれ歪んだ係わりが改善する群のあることを明らかにし,発達段階に適した係わりが重

要であることを指摘した。 


